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学jにおいて，「UniversitySociety Relationship in 

































































































































































































































































































































































































































































































































音fl 門 名 等 研究分野名 石青 究 内 M廿H・
細胞機能調節学 個体に移入された幹細胞など様々な細胞や再生組織 ・臓器の機能を研究
生体微細構造学 する。また，移権の結果誘導される生体における種々の反応を，分子レ








再生 分 化研 究 医工学的先端治療とその応用を視野に置きつつ，再生医学の基礎研究を
再 生 統 御 持寸~ 再 生誘 導研 究 推進する。細胞増殖因子－分化因子を用いた組織・臓器の再生と生体の再生増殖制御学 制御機構を解明する。
再 生 免 疫 学
医用システム工学 生体を制御して組織を再生させる技術と組織・臓器の生産システムを開





組織 再生 応 用 臨床に応用する治療法を研究し， 実現させる。生体を系統的システムの
再生医 学 応用 器 官 形成 応、 用 集積した機能体と考え，これまでの移植や人工臓器を越えた本来の機能




















日 手皇 題 目 講 師
開講の挨拶
．二主主千,_ 長 長尾 震
（医療技術短期大学部）
介護保険法とリハビリテーション 教 授 森永敏博7月4日 （上） （医療技術短期大学部）
介護と女性の自立 ジャー ナリスト 木下明美
中途障害者の言語療法 聴覚口語士 一田村啓子（京都桂病院音声言語宅）
7月1日 （土）
助教授 干泊 田 雅美音楽と人との対話 （同志社k子大学学芸学部音楽学科）
介護される体験・介護する心 教 授 稲本 イ変
7月18日 （土） （実習 ：：車椅子・老人疑似体験 （医療技術短期大学部）
などを通して） 看護学科教官
助教授 笠原勝幸骨折と介護 （医療技術短期大学部）
長寿社会にそなえる暮らし方 講 日市 赤松智子7月25日 （土） （医療技術短期大学部）
開講の挨拶 音日 長 下野登士男（医療技術短期大学部）
．時 間 ：午後 l時30分開始 （所要時間3～4時間）







．申込方法： 6月12日 （金） までに，往復はがき（住所氏名，年齢，職業電話番号を記入）でお申し込み
頂くか庶務掛へ直接お申し込みください。定員を上回った場合は先着順とします。
申込先 ：〒606-8507 京都市左京区聖護院 川原町53
京都大学医療技術短期大学部庶務掛










大学院理学研究科数学教室では，来る 7月27日 （月）から 7月31日 （金）の5日間数学教育関係者をはじめ
現代数学に興味のある高校生以上を対象とする「現代数学展望」を，下記のとおり開催します。
記















15: 10～17: 10 母関数をめぐって
7 H29日 （水） 13: 00～15: 00 母関数をめぐって
15: 10～17: 10 メビウス変換と共形力学系
7月30日（木） 13: 00～15: 00 Euler数の基本的性質と応用
15: 10～17: 10 メビウス変換と共形力学系












教 J受 河野 明
・申込方法 官製往復ハガキに次の事項を明記すること （ I ~ し込みは 1 名につき I 枚とする ）。
①氏名②住所・電話番号③年齢・性別④勤務先又は学校名⑤受講目的
（郵送先）干606-8502 京都市左京区北白川追分町
京都大学大学院理学研究科数学教室 「公開講座」係
返信ハガキにも住所 ・氏名を記入すること。
・申込期間 6月I[I～6月3on
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〔話題 】
（旧）教養部表門の復元
総合人間学部構内にある （｜円）教養部表門につい
て，経年による痛みが激しいため，このたび原形に
忠実に復元工事を行った。
（旧）教養部表門は，門衛所とともに1897年 （明
治30年）に取設けられた。大扉の上桟をアーチ状に
デザインし洋風でまとめであり，設計は真水英夫が
中心になって行われたものと推定される。昭和34年
復元後
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には伊勢湾台風により被害を受け，昭和36年に復旧
されている。又， 1994年 （平成6年）には，本学に
おける歴史的建造物の指定を受けた。
このたびの復元工事により ，往時の面影を今に伝
え，通る人々に末永く愛されることを期待したい。
（施設部）
復元前
． 
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